
 

 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

神奈川県教育委員会教育長 殿 

平成30年3月30日  

県立舞岡高等学校  

平成２９年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（平成28年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月23日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策（案） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

生徒の学習意欲を
高め、育成すべき
資質･能力を踏ま
えた教育課程編成
に取り組むととも
に、課題解決に向
けた主体的･協働
的で、能動的な学
びへと授業を改革
し、学びの質を高
め、その深まりを
重視する組織的な
授業改善を行う。 

①主体的･対話
的で深い学びと
いうアクティブ
ラーニングの視
点からの授業改
善に組織的に取
り組む。 
②逆さま歴史教
育の研究指定校
として、「実践
研究」及び「指
導事例集」の作
成に取り組む。 

①プロジェクトチ
ームを活用し、研
究授業や職員への
情報提供を行い、
「生徒主体の授
業」の視点からの
授業実践を全ての
教員が実践する。 
・ICT利活用教育
を促進し、授業改
善に活用する。 
②研究指定校とし
て全ての教科で
「実践研究」に取
組み、授業公開を
積極的に行うとと
もに「指導事例
集」の作成に取り
組む。 

①生徒による
授業評価の項
目「生徒主体
の 授 業 の 工
夫」における
数値を上げる
ことができた
か。 
・タブレット
等のICT機器を
授業に活用す
ることができ
たか。 
②全ての教科
で授業公開を
実施し、「指
導事例集」を
作成すること
ができたか。 

① プロジェクトチームを 
立ち上げ、「生徒主体の授
業」（探究型）に関する研修
会や校内の授業見学を行っ
た。授業見学は期間を設け
ず、いつでも可能にしたた
め、見学者数等も上昇した。 
・生徒による授業評価の数値
も概ね上昇した。特に「取り
組み」と「わかりやすさ」は
全教科でポイントが上昇し
た。 
・タブレット等の ICT機器を
授業に活用することができ
た。 
② 研究指定校「逆さま歴史 
教育（探究型）」として全て
の教科で「実践研究」に取組
み、指導主事等を招いての６
教科で研究授業を行い、「逆
さま歴史教育（探究型）」の
指導事例集に実践例を記載し
た。 

①来年度も引き続き「生徒
主体の授業」（探究型）の
視点からの研修や教材研究
をおこなう。 
・タブレット等を利用した
授業を先進的に行っている
職員による校内研修を行う
等して ICT機器の活用を広
める。 
②「実践研究」の成果を校
内で共有し、さらなる研究
に努める。 

○教科ごとに効果的な研究授
業が行われたことはわかっ
た。しかし、今後は、研究授
業を同じ教科だけで行うので
はなく、他の教科と行うこと
で横の関係を構築する必要が
ある。 
○「逆さま歴史教育(探究
型)」の指導事例集に興味が
ある。ホームページにも載せ
るなどして、広報にも活用す
るとよい。 
○今後、小・中・高校と縦の
つながり重視した教育を意識
し、連携して、成長に応じた
探究型等の授業について研究
していくのも良いのではない
か。 
○タブレットを使った授業を
行っているようだが、機材不
足で十分な効果が出ていない
感じがする。 
 

○各教科別研究授
業で行った「探究
型の授業」では約
90％の生徒が学習
効果あったと答え
た。研究授業後の
協議会を教科ごと
に行い、報告書を
作成した。研究協
議を全体では実施
しなかったため、
十分な情報全教員
での共有が図れな
かった。 
○小学校、中学校
等の授業の見学を
行い、それらを参
考に授業改善に取
り組んだ。 
○タブレットの活
用した授業は効果
が出てきているが
台数が少なくて制
限がある。 
 

○生徒の理解を深
める「探求型の授
業」をさらに研究
するとともに、教
科ごとの研究成果
を学校全体で共有
する仕組みを構築
する。 
○新指導要領への
移行を踏まえ、
小・中の授業から
高等学校にどのよ
うに発展させてい
くかを研究する。 
○PC、タブレット
の購入について計
画的にできるよう
検討する。 
 

２ 

(幼児・ 
児童・) 
生徒指導・ 
支援 

①生徒の規範意識
の醸成と基本的生
活習慣の定着を図
り、生徒一人ひと
りの個に応じた支
援体制の充実を図
り、自他の大切さ
を認める人間性、
社会性を育む。 
②生徒会活動･部
活動の活性化を図
り、生徒の自主
性、意欲を高め
る。 

①生徒の規範意
識の醸成を図る
ため、学校全体
で指導に取り組
むとともに生徒
支援･教育相談
体制の一層の充
実を図る。 
 
 
 
②部活動の充実
を図る取組みを
推進する。 

①学年会を通して
教員間の共通理
解・情報交換を行
うとともに、生徒
会や PTA等との協
働による取組みの
充実を図る。 
②部活動への興
味・関心を高める
ため、情報提供や
新たな支援を検討
する。部室や練習
環境の整備に取り
組む。 

①学年会で毎
回 、 情 報 交
換、共通理解
が は か れ た
か。また、生
徒会やPTA等と
協 働 で き た
か。 
 
②情報提供や
新たな支援を
もとに充実し
た部活動がで
きるようにな
ったか。 
・部活動加入
率 70%以上を維
持できたか。 

① 生活習慣の定着を図るた
めに集会やHRにおいて生徒
に指導を行った。 
・携帯等の個人情報の管理・
扱いについて「メディアポリ
シー」を作成し全生徒に周知
した。 
・自転車を含む登下校のマナ
ー指導等をPTAと連携し、随
時行い、年度末に新たな講習
会を企画した。 
・個に応じた支援について学
年会で情報の共有化を図り、
スクールカウンセラー（延べ
46名）やスクールメンター
（延べ54名）を有効活用す
ることができた。 
② 各部が公式戦の日程を掲
示板で周知した。 
・年度当初は72.6％の加入
率であったが、2学期末には
多少減少したが、16部が新
人戦県大会出場等の実績を残
している。 

① 駐輪指導については、
駐輪場を拡大するなどの方
策を講じ、定着しつつあ
る。 
・自転車マナーについては
今後も継続して指導してい
く必要がある。 
・支援体制はケース会議の
開催、スクールメンターや
スクールカウンセラーの活
用の更なる充実化を図り極
め細やかな支援を心がけた
い。  
② 大会日程の周知を今後
も継続し、部活動の活動状
況を報告する。 
・加入率を落とさず実績を
上げる指導を工夫する。 

○自転車登校については、日
ごろから注意を喚起していく
ことが大事である。また、映
像などを使って指導していく
ことが効果的と考える。 
○高校生が、小学生の交通安
全の見守りを行うことで、効
果を挙げている学校がある。
交通安全の意識を高める為に
取り組んでみてはどうか。 
○いじめについては、抑止・
防止につなげるため、コミュ
ニケーションが求められてい
る。非常に難しいことである
が、今後もしっかりと取り組
んで欲しい。 
○各部活動は実績を残して活
躍している。より一層の活躍
を目指すと共に、加入率をあ
げる工夫をして欲しい。 
 

○生活習慣の定着
については、登下
校 指 導 、 学 年 集
会、保護者への通
知等、様々な取り
組みを積極的に行
い、概ね成果はあ
った。 
○自転車事故防止
については、更な
る対策が必要であ
る。 
○部活動の実績は
上がってきたが、
加 入 率 が 下 が っ
た。生徒が部活動
に 定 着 す る よ う
様々な工夫を行っ
ていきたい。 
〇職員の「働き方
改革」等を踏まえ
て部活動のあり方
を考える必要があ
る。 

○一定の成果はあ
るが、保護者の協
力がないと改善で
きない課題が多
い。あらゆる機会
を捉え、保護者に
発信し、協力を依
頼する。 
○自転車通学等に
ついては校内だけ
の指導でなく、外
部団体を活用して
具体的な指導を行
う。 
○部活動の年間指
導計画等を作成す
るなど、生徒も顧
問も分かりやすい
部活動を心掛け
る。 



 

３ 
進路指導・ 
支援 

「進学先の向こう
にある社会」を意
識させ、主体的に
職業や生き方につ
いての自覚を促す
とともに生徒の希
望進路が実現でき
るキャリア教育を
行う。 

○生徒が自己の
ライフプランを
形成できるよう
に、主体的・積
極的に取り組め
るキャリア教育
の構築を図る。 

○ライフデザイン
ガイダンスを実施
し、生徒の人生設
計という観点から
のキャリア支援を
行う。 
・生徒のニーズに
対応した柔軟なキ
ャリア支援を行
う。 

○ライフデザ
インガイダン
スを実施し、
生徒の理解を
深めることが
できたか。 
・生徒の実情
に応じた柔軟
なキャリア支
援が実践でき
たか。 

○コンソーシアムサポーター
が配置され、中地区の事務局
としてキャリア教育について
県、中地区の情報が集約さ
れ、大いに参考になり、体験
型研修の参加者が増加した。 
・各学年でライフデザインガ
イダンス（１年職業選択２年
ＦＰ講演会３年税金教室）を
実施し、キャリアプランニン
グの重要性を理解させること
が出来た。 
・夏季講習に科目教科だけで
なく、「おもてなし英語を学
ぼう」等のキャリア育成型講
座を９講座設置し開講した。 
・奨学金等の指導を通じて生
徒の実情に応じた柔軟なキャ
リア支援を実践することが出
来た。 

○今後、インターンシッ
プ、高大連携等の情報を参
考に新たな取り組みを検討
する。 
・ライフデザインガイダン
スの内容や実施形態につい
て、よりよくする方向で、
今後検討していきたい。 
・多様化する生徒の実情に
応じたキャリア支援につい
て今後検討していきたい。 
・夏期講習については今後
も受験にとらわれず、キャ
リア支援をする講座も検討
していく。 

○夏季講習に「受験補習型」
だけでなく「キャリア育成
型」が加わり、進路を考える
幅が広がった。 
○キャリア教育において大学
とのコンソーシアムだけでな
く、専門学校も活用して欲し
い。仕事の学び場ももっと活
用して欲しい。 
○奨学金については返済が負
担となり、大きな問題が生じ
ている。そのあたりも指導す
る必要がある。 

○新しい取り組み
を行った夏季講習
への参加人数が増
加した。 
○ライフデザイン
ガイダンスを実施
して生徒の自分の
進路や社会人にな
るための意識が高
まった。 
○中地区のコンソ
ーシアム事務局と
してインターンシ
ップ、高大連携等
の情報を参考に新
たな取り組みを検
討できた。 

○受験対策の他に
生徒のニーズにあ
った講習を今後も
実施してキャリア
教育の推進を図
る。 
○今年度実施した
ガイダンスの検証
を行い、次年度に
向けてさらに生徒
の意識を高め、具
体的な目標設定に
繋げるような指導
を行う。 

４ 
地域等との 
協働 

① Webページなど
様々な広報媒体を
使って、県民にわ
かりやすい情報提
供に努める。 
 
②分教室や地域と
の連携事業や奉仕
活動などを通し
て、生徒に共生の
意識を育成する。 

①Webページの
リニューアルに
向けた計画を立
案し、わかりや
すいサイトの構
築を図り、情報
提供に努める。 
②地域連携や奉
仕活動を通して
共生の意識を持
たせ人間的な成
長を図る。 

①1学期中にWebペ
ージの大きな枠組
みを完成させ、順
次サイトを充実さ
せる。 
・サイトへの情報
提供する仕組みを
作る。 
 
②授業や部活動、
行事を通して組織
的・計画的に地域
連携や奉仕活動を
実施する。 

①Webページに
古い資料やリ
ンク切れなど
が無いよう定
期的に更新し
ているか。 
・サイトへの
情報提供の仕
組みができた
か。 
②地域連携や
奉仕活動の調
整・確認の体
制を確立し、
年間を通して
計画的に活動
できたか。 

①Webページの枠組みを見直
すことができた。 
・デザインや内容など細かな
更新ができるようになった。 
② 地域の小学校や町内会と
の合同で行う避難訓練に生徒
と共に参加し、避難態勢等の
確認を行った。 
・地域の夏祭り、植樹整備等
に積極的に参加するととも
に、新たな行事にも参加し
た。 
・茶道部が老人ホームとの交
流活動を実施した。 
・１学年が里山保全活動を行
った。 

① Webページの活用 
を推進し新たなテーマによ
る情報の発信を構築してい
きたい。 
・定期的な更新により、幅
広い情報提供に努めていき
たい。 
② 部活動単位での参加 
だけでなく、生徒会とし
て、全生徒がかかわれるよ
うにしていきたい。 
・里山保全活動や地域との
交流を計画的に実施する。 
 
 

○Webページは更新され、ス
マートフォンでも見やすいよ
うに工夫されているが、ペー
ジによっては、見直すべき点
がまだ多い。生徒や PTAの活
動が分かるようなものにして
もらいたい。 
○「中学校の皆さん」の文書
が硬い。数字等もグラフ化す
るなどわかりやすく掲載した
ほうがよい。 
○地域とのつながりを大事に
しているから、生徒の通学風
景や態度が違和感なく、地域
に溶け込んでいる。 
○小学生にとっては高校生と
の交流がキャリア教育になっ
ている。今後も継続していっ
て欲しい。 

○前年度に比べ、
見やすく、分かり
やすいWebページに
更新できた。運用
については、さら
に検討する必要が
ある。 
○「中学生の皆さ
ん」の情報提供つ
いては、内容も含
め検討する。 
○自治会、小中学
校との連携は年々
拡大し、生徒の活
動 の 場 も 広 が っ
た。今後、可能な
範囲で、もう少し
踏み込んだ連携も
検討したい。 

○Webページの担当
を各グループに配
置する等、多くの
教員が関わること
ができる方法や決
裁方法等を工夫す
る。 
○Webページの記載
内容についてペー
ジの視聴者年代等
を配慮して工夫す
る。 
○自治会、小中学
校等との連携につ
いて可能な範囲で
相手のニーズに応
えられるように検
討する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学習環境の整備
を推し進めるとと
もに、災害時に備
えた防災体制の充
実を図り、安心・
安全で信頼される
学校作りを推進す
る。 
②個人情報の取扱
いについての研修
等を通じてセキュ
リティ危機管理意
識の向上と啓発に
努めるとともに、
事故･不祥事防止
に取り組む。 

①災害に備 え
て、3日分の食
糧と物資・機材
等の備蓄と整備
を推し進める。 
・安全で清潔な
学校生活が送れ
るように環境整
備を行う。 
②電子データや
個人情報の取り
扱いについての
マニュアルを見
直してセキュリ
ティ意識の向上
を図る。 

①在庫の確認を行
い、備蓄整備計画
に基づいた購入を
実施する。 
・生徒会や PTAと
協働して清掃活動
を行うとともに、
校内の修繕箇所を
確認し、対応を行
う。 
②校内情報通信ネ
ットワーク運用規
定を見直す。 

①備蓄品の一
覧を作成し、
非常災害時に
備えることが
できたか。 
・生徒会や PTA
と協働して環
境整備を行う
ことができた
か。 
②構内情報通
信ネットワー
ク運用規定を
見 直 す こ と
で、個人情報
等が適切に管
理できるよう
になったか。 

① 非常災害時に備えるた 
め、現時点での備蓄品のリス
トを作成した。 
・備蓄品の整理と、新たな備
蓄場所を検討した。 
・ＰＴＡとの協力で、年２回
の環境整備を行うことができ
た。 
② 校内ネットワーク運用規 
定を見直し、希望者に対して
研修会を行った。 
・教員等への個人情報管理の
調査を行い、実態把握と指
導、事故防止に努めた。 

① 災害時（３日分）に 
対応する食料や生活必需品
の十分な量の確保につい
て、新たな購入計画及び保
管場所の確保等について、
引き続き検討していく必要
がある。 
・環境整備についての生徒
会とタイアップした取り組
み方法を検討する。 
② グループウェアの利 
用や校内ネットワーク等の
研修会を開催しセキュリテ
ィ意識のさらなる向上を図
りたい。 

○本校はいっとき避難場所と
なっているので震災のときは
利用できるように市と県で調
整して欲しい。双方での受け
入れ体制を精査する必要があ
る。これが減災につながると
思う。 
○防災関係用品もいろいろな
ことに配慮してそろえていっ
て欲しい。 
○トイレのペンキ塗りや水場
の清掃を桔梗隊（PTA）活動
として生徒と共に行うこと
で、学校をきれいに使おうと
いう意識が高まるとよいと思
う。 
 

○ 防 災 用 品 （ 食
料、用具等）を整
備し、内容を充実
させた。 
○防災用品の収納
場所の確保または
設置については、
今後、検討する必
要がある。 
○校舎の老朽化に
伴う修繕（視聴覚
教 室 、 教 室 ド ア
等）を行った。 
○個人情報の取り
扱いについて教務
手帳ロッカーを設
置したり、事故防
止会議を開催した
りして、意識を高
めた。 

○防災用品の更な
る充実と安全な収
納場所の確保に努
める。 
○清掃活動の徹底
や、電気代、水道
代の節約など生徒
が、学校の環境整
備に積極的に取組
むよう具体的な指
導を行う。 
○個人情報の管理 
や校内ネットワー
ク等の研修会を開
催する。 


